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１ 調査の概要等 

（１）調査の目的 
令和３年度を初年度とする「西東京市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第８期）」の策定に向け

た基礎調査を実施し、現状やニーズ等を把握することで、次期計画の策定に資することを目的とする。 

 

（２）概要版を利用するに当たって 
・回答は、各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示している。 

・百分率は、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。このため、構成比合計が100％にならないこと

がある。 

・複数回答の設問の場合は、回答比率の合計が100％を超える場合がある。 

・図表中の構成比「0.0」は四捨五入の結果か、回答者が皆無であることを表している。 

・各質問の回答者数（Ｎ）は、性別や年齢などの属性が不明の回答があるため、全体数と内訳の合計とが

一致しない場合がある。 

・選択肢等の文章が長い場合、省略して表記していることがある。 

・本報告書における「圏域」は日常生活圏域を指し、これと地域包括支援センター及びその担当地域の

関係は次のとおりである。 

 

圏域 地域包括支援センター名 担当地域名 

中部圏域 

田無町地域包括支援センター 
田無町 

保谷町 

泉町地域包括支援センター 

北原町 

泉町 

住吉町 

南部圏域 

新町地域包括支援センター 

新町 

柳沢 

東伏見 

向台町地域包括支援センター 
南町 

向台町 

西部圏域 

西原町地域包括支援センター 
西原町 

芝久保町 

緑町地域包括支援センター 

緑町 

谷戸町 

ひばりが丘 

北東部圏域 

富士町地域包括支援センター 

東町 

中町 

富士町 

栄町地域包括支援センター 

ひばりが丘北 

北町 

栄町 

下保谷 
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（３）調査の種類と対象者 
本報告書では、以下の10種類の調査を掲載している。 

 
 

調査の種類と対象者 
 

調査種別 対象者 
配付数 

Ａ 

回収数 

Ｂ 

回収率 

Ｃ（Ｂ÷Ａ） 

有効回収数 

Ｄ 

有効回収率

Ｅ（Ｄ÷Ａ）

１ 高齢者一般調査 
市内の介護保険第１号被
保険者（要支援・要介護認
定者を除く） 

2,400 1,766 73.6％ 1,738 72.4％

２ 若年者調査 
市内在住の55歳～64歳の
人（要支援・要介護認定者
を除く） 

1,500 865 57.7％ 855 57.0％

３ 

介護保険在宅サ

ービス利用者調

査 

要支援・要介護認定者のう
ち、介護保険居宅サービス
を利用している人 

1,000 612 61.2％ 529 52.9％

４ 

介護保険施設・

居住系サービス

利用者調査 

要支援・要介護認定者のう
ち、介護保険施設、グルー
プホーム、有料老人ホーム
等に入所している人

500 256 51.2％ 169 33.8％

５ 
介護保険サービ

ス未利用者調査 

要支援・要介護認定者のう
ち、介護保険サービスを利
用していない人 

300 197 65.7％ 172 57.3％

６ 
介護保険サービ

ス事業者調査 

西東京市内の介護保険関
連施設・事業所及び市内地
域包括支援センター 

261 156 59.8％ 156 59.8％

７ 
介護支援専門員

調査 

西東京市内の介護保険関
連事業所に所属する介護
支援専門員 

120 89 74.2％ 89 74.2％

８ 
在宅医療と介護

に関する調査 

市内在住の 40歳以上の要
介護認定者のうち、令和元
年８月に介護保険の訪問
看護を利用している人

300 167 55.7％ 148 49.3％

９ 

介護予防・日常

生活圏域ニーズ

調査 

他調査の対象となってい
ない、市内在住の 65歳以
上の人のうち、要介護１～
５以外の人 

2,400 1,794 74.8％ 1,764 73.5％

10 医療機関調査 
市内の医療機関（病院、一
般診療所、歯科診療所、薬
局等） 

344 177 51.5％ 176 51.2％

計 9,125 6,079  5,796 
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（４）各調査の位置付け 
 

各調査の位置付けは、以下のとおり考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）調査方法と調査時期 
 

調査方法は、郵送配布・郵送回収（礼状督促１回送付）により実施した。 

調査時期は、令和元年11月27日から令和元年12月17日までである。 

 

 

 

  

介護の必要性が低い

年齢が高い
40歳 55歳 65歳

介護認定あり 

介護保険 
サービス利用 

居宅 

施設等 

訪問 
看護 

１ 高齢者一般調査２ 若年者調査

３ 介護保険在宅サービス利用者調査 

４ 介護保険施設・居住系サービス利用者調査

５ 介護保険サービス未利用者調査

８ 在宅医療と介護に関する調査

９ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

※上記以外に、介護や医療のサービスを提供する事業者を対象とした調査を実施 

６ 介護保険サービス事業者調査 ７ 介護支援専門員調査 10 医療機関調査 



 

4 

２ 調査結果 
実施した調査を以下のとおり対象別に２つに分ける。なお、グラフにおける調査名は略称を用いて表記

する。 

対象 調査種別 略称 

市 民 

１ 高齢者一般調査 高齢者一般 

２ 若年者調査 若年者 

３ 介護保険在宅サービス利用者調査 在宅 

４ 介護保険施設・居住系サービス利用者調査 施設・居住系 

５ 介護保険サービス未利用者調査 未利用者 

８ 在宅医療と介護に関する調査 医療と介護 

９ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 ニーズ 

事業者 

６ 介護保険サービス事業者調査 事業者 

７ 介護支援専門員調査 ケアマネ 

10 医療機関調査 医療機関 
 
 

（１）市民を対象とした調査（日々の暮らし等） 
①福祉情報の入手先について 

・福祉情報の入手先は「市報」が多いが、「特に入手していない」もやや多い。 

・情報を入手していない人でも今後希望する情報入手先は「市報」が多いものの、若年者調査では

「市のホームページ」が「市報」をやや上回っている。 
 

【高齢者一般】 福祉情報の入手先（問７・複数回答） ※上位４つと一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【若年者】 福祉情報の入手先（問７・複数回答） ※上位４つと一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
・今後希望する福祉情報の入手先は「市のホームページ」（62.5％）、
「市報」（60.4％）、「市役所」（39.6％）の順に多い 

 
 

 

60.4 

18.1 

17.1 

16.7 

29.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市報

市のパンフレットなど

新聞・書籍

テレビ・ラジオ

特に入手していない

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

45.6 

14.5 

12.3 

9.8 

39.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市報

市のホームページ

市のパンフレットなど

友人や知人

特に入手していない

若年者

（Ｎ＝855）

・今後希望する福祉情報の入手先は「市報」（62.2％）、「市役所」
（53.5％）、市のパンフレット（26.7％）の順に多い 
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②外出の頻度、外出する際の移動手段 

・買物及び通院やリハビリ以外での外出頻度については、４人に１人が「週１回以上」外出してい

る。 

・外出する際の移動手段は、「徒歩」が最も多く、次いで「電車」や「路線バス」など公共交通機

関の利用が多い。 
 

 

【高齢者一般】 買物及び通院やリハビリ以外での外出の頻度（問８・単一回答） 

 

 

 

 
 

  【ニーズ】 外出する際の移動手段（問 19・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

81.9 

63.5 

62.8 

50.7 

24.5 

15.0 

13.3 

1.9 

1.5 

1.2 

0.2 

0.1 

0.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

徒歩

電車

路線バス

自転車

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

タクシー

バイク

歩行器・シルバーカー

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

その他

無回答
ニーズ（Ｎ＝1,764）

25.8 38.0 36.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

週１回以上 週１回未満 無回答
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③地域の行事や活動への参加状況 

・地域の行事や活動へは「まったく参加しない」が多く、次いで「頼まれれば参加・協力する」で

ある。 

・参加の理由は「この地域に住んでいる」や「地域との関わりを持ちたい」、参加しない理由は「興

味の持てる行事や活動がない」や「友人や知人がいない」が多い。 
 

 

【高齢者一般】 地域の行事や活動への参加状況（問 13・単一回答） 

  【若年者】 地域の行事や活動への参加状況（問９・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【高齢者一般】 参加しない理由（問 13 付問２・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【若年者】 参加しない理由（問９付問２・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

1.8 

0.8 

18.6 

14.3 

34.6 

35.2 

4.6 

6.2 

36.1 

42.6 

4.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

若年者

（Ｎ＝855）

どの行事にも積極的に参加・協力する

関心があるものについては積極的に参加・協力する

頼まれれば参加・協力する

頼まれてもあまり参加・協力しない

まったく参加しない

無回答 

参加している理由 

・【高齢者一般】「この地域に住んで
いるから」（63.1％）、「地域との関
わりを持ちたいから」（30.5％） 

・【若年者】「この地域に住んでいる
から」（66.0％）、「地域との関わり
を持ちたいから」（27.7％） 

 

参加しない理由 

・【高齢者一般】「興味の持てる行
事や活動がないから」
（39.6％）、「友人や知人がいな
いから」（21.9％） 

・【若年者】「興味の持てる行事や
活動がないから」（31.7％）、
「友人や知人がいないから」
（22.5％） 

39.6 

21.9 

19.1 

17.3 

6.1 

3.1 

21.9 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

興味の持てる行事や活動がないから

友人や知人がいないから

人づきあいが苦手（面倒）だから

活動する体力・気力がないから

活動場所までの移動が困難（面倒）だから

地域との関わりを持ちたくないから

その他

無回答 全体（Ｎ＝707）高齢者一般

31.7 

22.5 

19.2 

11.5 

4.1 

3.1 

35.7 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40%

興味の持てる行事や活動がないから

友人や知人がいないから

人づきあいが苦手（面倒）だから

活動する体力・気力がないから

活動場所までの移動が困難（面倒）だから

地域との関わりを持ちたくないから

その他

無回答 全体（Ｎ＝417）若年者
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66.7 

17.6 

16.4 

15.1 

15.0 

7.6 

4.6 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

普段付き合う機会がないから

あまり関わりを持ちたくないから

仕事や家事で忙しく時間がないから

隣近所以外の付き合いが多くあるから

気の合う人・話の合う人が近くにいないから

同世代の人が近くにいないから

その他

無回答 全体（Ｎ＝943）

67.7 

47.0 

11.7 

10.8 

9.1 

7.2 

4.4 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

普段付き合う機会がないから

仕事や家事で忙しく時間がないから

あまり関わりを持ちたくないから

同世代の人が近くにいないから

隣近所以外の付き合いが多くあるから

気の合う人・話の合う人が近くにいないから

その他

無回答 全体（Ｎ＝640）

④隣近所との付き合いについて 

・近所付き合いは「顔を合わせると挨拶をしあう程度」が多い。 

・近所付き合いのない理由は「普段から付き合う機会がない」ほかに、若年者調査では「仕事や家

事が忙しい」こと、高齢者一般調査では「あまり関わりたくない」という理由も挙がっている。 
 

 

【高齢者一般】 隣近所との付き合い（問 12・単一回答） 

  【若年者】 隣近所との付き合い（問８・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【高齢者一般】 あまり近所付き合いのない理由（問 12 付問・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【若年者】 あまり近所付き合いのない理由（問８付問・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3 

0.9 

12.5 

7.4 

28.1 

16.7

46.6 

58.1 

3.1 

7.6

4.5 

9.1

1.8 

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

若年者

（Ｎ＝855）

頻繁にお互いの家の中まで行き来する程度

簡単な頼みごとなどで気軽に助け合える程度

外で会うとよく立ち話をする程度

顔を合わせると挨拶をしあう程度

顔は知っているがほとんど話したことがない

顔もよく分からず、ほとんど付き合いがない

無回答
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⑤フレイル予防について 

・フレイル予防について「言葉も内容も知っている」人は、高齢者一般調査で３割程度、若年者調

査では２割程度である。 
 

 

【高齢者一般】 フレイルの認知度（問 19・単一回答） 

  【若年者】 フレイルの認知度（問 14・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

・地域包括支援センター地区別でみると、「言葉も内容も知っている」人は、高齢者一般調査では

栄町、若年者調査では富士町が最も多い。 
 

【高齢者一般】 【地域包括支援センター地区別】フレイルの認知度（問 19・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【若年者】 【地域包括支援センター地区別】フレイルの認知度（問 14・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.8 

19.3 

20.5 

16.4 

45.5 

63.6 

3.3 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

若年者

（Ｎ＝855）

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがある 知らない 無回答

19.3

13.7

17.5

20.0

22.1

17.7

18.5

25.9

18.7

16.4

13.7

15.0

15.2

16.4

16.8

19.2

17.0

16.0

63.6

72.6

66.3

63.8

61.5

63.7

60.8

57.1

65.3

0.7

0.0

1.3

1.0

0.0

1.8

1.5

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=855)

田無町地域包括支援センター地区 (N=117)

泉町地域包括支援センター地区 (N=80)

新町地域包括支援センター地区 (N=105)

向台町地域包括支援センター地区 (N=122)

西原町地域包括支援センター地区 (N=113)

緑町地域包括支援センター地区 (N=130)

富士町地域包括支援センター地区 (N=112)

栄町地域包括支援センター地区 (N=75)

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがある 知らない 無回答

30.8

25.4

28.8

31.8

29.5

33.6

29.8

31.1

38.2

20.5

21.1

21.4

22.0

21.4

17.2

21.3

21.9

17.9

45.5

52.1

46.0

41.7

44.4

45.5

47.2

44.9

40.5

3.3

1.4

3.7

4.5

4.7

3.7

1.7

2.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (N=1,738)

田無町地域包括支援センター地区 (N=213)

泉町地域包括支援センター地区 (N=215)

新町地域包括支援センター地区 (N=223)

向台町地域包括支援センター地区 (N=234)

西原町地域包括支援センター地区 (N=244)

緑町地域包括支援センター地区 (N=235)

富士町地域包括支援センター地区 (N=196)

栄町地域包括支援センター地区 (N=173)

言葉も内容も知っている 言葉は聞いたことがある 知らない 無回答
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⑥地域包括支援センターについて 

・地域包括支援センターを「知っている」人は、介護認定を受けていない高齢者一般調査や若年者

調査で５割、介護認定を受けている人では７割を超える。 
 

 

【高齢者一般】 地域包括支援センターの認知（問 35・単一回答） 

  【若年者】 地域包括支援センターの認知（問 31・単一回答） 

   【在宅】 地域包括支援センターの認知（問 30・単一回答） 

 【未利用者】 地域包括支援センターの認知（問 23・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦認知症で心配なことについて 

・認知症で心配なことは「家族の負担が増える」や「自宅で生活できるのか心配」が多い。 
 

 

【高齢者一般】 認知症で心配なこと（問 29・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 
 

【若年者】 若年性認知症で心配なこと（問 24・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

【在宅】 認知症で心配なこと（問 27・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

  

50.7 

49.4 

72.8 

75.0 

41.0 

44.6 

15.1 

17.4 

8.2 

6.1 

12.1 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

若年者

（Ｎ＝855）

在宅

（Ｎ＝529）

未利用者

（Ｎ＝172）

知っている 知らない 無回答

72.8 

59.0 

42.8 

24.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族の負担が増える

自宅で生活できるのか心配

公的なサービスが十分にあるのか心配

お金の管理 高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

75.3 

56.5 

46.0 

42.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族の負担が増える

自宅で生活できるのか心配

仕事ができなくなる

公的なサービスが十分にあるのか心配
若年者

（Ｎ＝855）

64.3 

52.0 

34.0 

22.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族の負担が増える

自宅で生活できるのか心配

公的なサービスが十分にあるのか心配

お金の管理

在宅

（Ｎ＝529）
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(％)

家
族
の
負
担
が
増
え
る

世
話
を
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
い

公
的
な
サ
ー

ビ
ス
が
十

分
に
あ
る
の
か
心
配

自
宅
で
生
活
で
き
る
の

か
心
配

仕
事
が
で
き
な
く
な
る

収
入
が
な
く
な
る

子
育
て
が
で
き
な
く
な

る 親
の
介
護
が
で
き
な
く

な
る

お
金
の
管
理

心
配
な
こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体 (N=855) 75.3 28.2 42.9 56.5 46.0 40.6 2.1 13.7 36.8 1.3 2.0 1.6

55～59歳 (N=217) 72.8 28.1 42.4 50.2 56.7 47.5 1.8 10.6 40.6 0.5 1.4 0.9

60～64歳 (N=168) 76.2 26.8 39.3 54.8 44.0 32.7 1.2 7.7 22.6 3.0 3.6 1.8

55～59歳 (N=239) 77.4 32.2 44.4 58.2 52.3 49.0 3.8 21.3 44.4 1.3 0.4 0.8

60～64歳 (N=207) 76.8 27.1 47.8 64.3 30.9 30.4 1.4 14.5 38.2 1.0 2.4 1.9

無回答 (N=24) 58.3 8.3 16.7 41.7 29.2 37.5 0.0 0.0 16.7 0.0 8.3 12.5

男
性

女
性

・若年者調査の性・年齢別にみると、男女ともに 55～59 歳では「仕事ができなくなる」や「収入

がなくなる」が上の世代（60～64歳）より多い。 
 

【若年者】 【性・年齢別】若年性認知症で心配なこと（問 24・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧今後の希望（人生の最期の居場所）について 

・人生の最期に希望する居場所は「自宅」が最も多い。 
 

 

【高齢者一般】 今後の希望（人生の最期の居場所）について（問 24・単一回答） 

  【若年者】 今後の希望（人生の最期の居場所）について（問 19・単一回答） 

   【在宅】 今後の希望（人生の最期の居場所）について（問 12・単一回答） 

 【未利用者】 今後の希望（人生の最期の居場所）について（問 14・単一回答） 

【医療と介護】 今後の希望（人生の最期の居場所）について（問 26・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.8 

44.8 

55.2 

53.5 

59.5 

1.1 

0.8 

2.5 

1.7 

1.4 

5.8 

7.3 

3.6 

1.7 

0.7 

5.3 

4.2 

7.8 

4.1 

0.7 

19.5 

18.6 

17.0 

22.1 

12.2 

1.6 

2.0 

0.8 

0.6 

0.7 

14.6 

21.5 

11.9 

13.4 

20.9 

1.3 

0.8 

1.3 

2.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般

（Ｎ＝1,738）

若年者

（Ｎ＝855）

在宅

（Ｎ＝529）

未利用者

（Ｎ＝172）

医療と介護

（Ｎ＝148）

自宅

子ども、親族の家

高齢者向けのケア付き住宅

特別養護老人ホームなどの福祉施設

病院などの医療施設

その他

分からない

無回答
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⑨今後地域で暮らしていくために必要だと思うこと 

・今後地域で暮らしていくために必要だと思うことは、「家族、親族とのつながり」「近所とのつ

ながり」「暮らしに関する困りごとの相談ができる場」が多い。 

・高齢者一般調査では４番目に「友人とのつながり」が多く、若年者調査では「病気やケガなどの

医療の相談ができる場」が多くなっている。 
 

 

【高齢者一般】 今後地域で暮らしていくために必要だと思うこと（問 37・複数回答（３つまで）） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 
  【若年者】 今後地域で暮らしていくために必要だと思うこと（問 33・複数回答（３つまで）） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市民を対象とした調査（介護保険制度関係） 
①現在の介護度 

・在宅サービス利用者では要介護１が多い。 

・施設・居住系サービス利用者や在宅医療の利用者では要介護３以上が多い。 
 

 

    【在宅】 現在の介護度（問７・単一回答） 

【施設・居住系】 現在の介護度（問４・単一回答） 

  【未利用者】 現在の介護度（問 17・単一回答） 

 【医療と介護】 現在の介護度（問７・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.2 

34.2 

30.5 

28.8 

0% 10% 20% 30% 40%

近所とのつながり

暮らしに関する困りごとの相談ができる場

家族、親族とのつながり

病気やケガなどの医療の相談ができる場
若年者（Ｎ＝855）

46.1 

40.7 

25.8 

24.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族、親族とのつながり

近所とのつながり

暮らしに関する困りごとの相談ができる場

友人とのつながり 高齢者一般（Ｎ＝1,738）

8.7 

4.1 

40.7 

0.0 

9.5 

1.8 

16.3 

0.0 

37.1 

10.7 

16.9 

0.7 

24.2 

11.2 

10.5 

3.4 

11.3 

18.3 

2.9 

33.1 

3.6 

23.7 

1.7 

31.1 

2.6 

27.2 

1.2 

29.1 

3.0 

3.0 

9.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅

（Ｎ＝529）

施設・居住系

（Ｎ＝169）

未利用者

（Ｎ＝172）

医療と介護

（Ｎ＝148）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答
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②現在利用しているサービス 

・在宅サービス利用者では「福祉用具の貸与」や「通所介護」の利用が多い。 
 

 

    【在宅】 現在利用しているサービス（問 15（１）・複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③施設の種類 

・施設・居住系サービス利用者では「有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）」や「介護老人

福祉施設（特別養護老人ホーム）」の利用者が多い。 
 

【施設・居住系】 施設の種類（問５・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

④介護保険サービスを利用しない理由 

・介護保険サービスを利用していない理由は「まだ利用しなくてもよいと思うから」が最も多く、

「介護認定をされているだけで安心感がある」や「家族が介護してくれる」が続く。 
 

  【未利用者】 介護保険サービスを利用しない理由（問 19・複数回答）※上位４つまで抜粋 

 

 

 

  

34.3 

19.2 

18.0 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40%

まだ利用しなくてもよいと思うから

介護認定をされているだけで安心感があるため

家族が介護してくれるから

サービスの内容がよく分からないから 未利用者（Ｎ＝172）

32.0 14.8 3.6 32.5 9.5 3.0 4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設・居住系

（Ｎ＝169）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人福祉施設（老人保健施設）

介護療養型医療施設又は介護医療院

有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）

認知症対応型共 生活介護（認知症高齢者グ プホ ム）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

介護老人福祉施設（老人保健施設）

介護療養型医療施設又は介護医療院

有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）

認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）

その他

無回答

45.2 

44.2 

30.6 

25.5 

18.1 

15.7 

14.7 

11.3 

10.2 

9.1 

8.1 

7.4 

6.2 

6.0 

4.9 

4.2 

2.1 

2.1 

1.3 

1.1 

1.1 

0.9 

0.8 

0.6 

0.4 

13.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福祉用具の貸与

通所介護（デイサービス）

訪問介護

住宅改修費の支給

福祉用具の購入費の支給

訪問リハビリテーション

訪問看護

通所リハビリテーション（デイケア）

訪問型サービス

通所型サービス

訪問入浴介護

短期入所生活介護（ショートステイ）

居宅療養管理指導

地域密着型通所介護

小規模多機能型居宅介護

短期入所療養介護（ショートステイ）

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

介護老人保健施設（老人保健施設）

特定施設入居者生活介護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護

看護小規模多機能型居宅介護

介護療養型医療施設又は介護医療院

無回答 在宅（Ｎ＝529）
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（３）事業者を対象とした調査 
①事業の運営や実施における課題について 

・事業の運営や実施における課題は「人材の確保」「事務作業の繁雑さ」「利用者ニーズの確保」

などが挙がっている。 
 

 

【事業者】 事業運営上で困難に感じていること（問４・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

  
 

 

 

 

 

【ケアマネ】 ケアマネジメントする上で困難を感じていること（問８・複数回答） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 
 

【医療機関】 在宅医療を実施する上での課題（問４・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

②前年比の収支状況、前年比の収支変化の理由 

・前年比の収支状況が「増えた」事業者が４割、「減った」事業者が３割となっている。 

・収支変化の理由としては「利用者の増加（減少）」が最も多い。 
 

 

【事業者】 前年比の収支状況（問 21・単一回答） 

 

 

 

 

 
【事業者】 前年比の収支変化の理由（問 21 付問・単一回答） 

 

 

 

 

  

83.1 

52.8 

49.4 

48.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

作成しなければならない書類が多い

家族と本人の意見が合わず、調整が困難なことがある

望ましいサービスを提案しても、本人や家族の理解を得られない

本人の経済的な理由で必要なサービスを組み入れられない

ケアマネ

（Ｎ＝89）

63.1 

56.3 

31.8 

26.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

訪問するための時間が確保できない

スタッフが不足している

患者からのニーズが少ない

体力的に無理がある
医療機関

（Ｎ＝176）

71.8 

65.4 

28.8 

20.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

従事者の確保が難しい

事務作業が多い

利用者の確保が難しい

従事者の資質向上を図ることが難しい
事業者

（Ｎ＝156）

1.9 7.1 30.8 24.4 15.4 10.9 5.1 

1.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者

（Ｎ＝156）

大きく増えた 増えた 少し増えた 変わらない 少し減った 減った 大きく減った 新規開設により前年と比較できない 無回答

44.9 9.0 5.1 5.1 7.7 28.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者

（Ｎ＝156）

利用者の増加（減少）

人件費の抑制（増加）

介護報酬単位の増額（減額）

介護報酬改定による加算が利用できた（利用できなかった）

その他

無回答
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③医療と介護の連携状況について 

・医療と介護の連携状況について、「連携している」は介護支援専門員では職種によって差があり、

医療機関では４割程度となっている。一方、介護サービス事業者で医療的ケアを「すでに実施し

ている」は１割程度に留まる。 
 

 

【ケアマネ】 関係機関、職種との連携状況（問 18・単一回答） ※一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【医療機関】 医療と介護の連携状況（問 13・単一回答） 

 

 

 

 

 
【事業者】 医療的ケアへの対応（問 10・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

  

3.4 38.1 17.0 17.0 22.7 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関

（Ｎ＝176）

十分連携していると思う ある程度連携していると思う 連携が不十分であると思う ほとんど連携していないと思う 分からない 無回答
（Ｎ 156）

3.4 

3.4 

15.7 

3.4 

2.2 

3.4 

10.1 

39.3 

2.2 

61.8 

32.6 

38.2 

69.7 

56.2 

37.1 

31.5 

44.9 

57.3 

23.6 

32.6 

53.9 

49.4 

11.2 

37.1 

44.9 

42.7 

33.7 

2.2 

37.1 

4.5 

10.1 

9.0 

1.1 

3.4 

9.0 

19.1 

9.0 

1.1 

30.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.0 

6.7 

3.4 

2.2 

0.0 

6.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア 病院の医師

イ 病院の看護師

ウ 病院の地域連携室

エ サービス利用者のかかりつけ医

オ サービス利用者に必要な診療科の医師

カ 歯科医師

キ 薬剤師

ク 地域包括支援センター

ケ 在宅療養連携支援センター

コ 訪問看護ステーション

良く連携がとれている ある程度連携がとれている あまり連携がとれていない ほとんど連携がとれていない 無回答

ケアマネ（Ｎ＝89）

11.5 19.2 53.2 10.9 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業者

（Ｎ＝156）

すでに実施している 検討している 対応は考えていない その他 無回答
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④医療と介護の連携の課題について 

・医療と介護の連携における課題として、介護サービス事業者からは「情報共有システムの確立」、

医療機関からは「（医療側と介護側が）共通の目的を持つこと」が挙げられている。介護支援専

門員からは在宅療養の不足機能として「介護保険施設」に次いで「関係者によるチームケア」が

挙がっている。 
 

 

【事業者】 医療機関との連携における課題（問 12・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療機関】 医療職と介護職の連携のために充実すべきこと（問 16・複数回答） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ケアマネ】 在宅療養で不足している機能（問 19・複数回答） ※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

  

45.5 

18.6 

14.7 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

情報共有システムが確立されていない

医療機関の協力が得られない

連携のための事務負担が大きい

共有すべき情報が分からない
事業者

（Ｎ＝156）

44.9 

30.7 

30.7 

25.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療と介護の関係者間で共通の目的を持つ

在宅医療患者の情報を共有するた

めの統一的なフォーマットを作成する

関係者のためのネット上で連絡

が取れるような仕組みを構築する

医療関係者と介護関係者が情報交換できる

交流の場（勉強会、研修会等）を確保する

医療機関

（Ｎ＝176）

42.7 

32.6 

31.5 

30.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護老人福祉施設や介護老人

保健施設などの介護保険施設

一人ひとりの状況に応じて関係

者が連携して対応するチームケア

訪問診療や往診をしてくれる診療所

訪問・通所リハビリテーション

などリハビリテーション施設

ケアマネ

（Ｎ＝89）
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⑤地域包括支援センターについて 

・地域包括支援センターについて、介護保険サービス事業者からみたセンターの役割は概ね５割程

度が「機能している」とみており、介護支援専門員は「困難ケースへの対応」をこれからの地域

包括支援センターに期待している。一方、地域包括支援センターと「連携している」と答えた医

療機関は１割程度である。 
 

 

【事業者】 地域包括支援センターの４つの役割の機能状況（問 20・単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ケアマネ】 これからの地域包括支援センターに期待すること（問 20・複数回答） 

※上位５つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 
【医療機関】 患者に関わる関係機関、職種との連携状況（問 14・単一回答） 

※地域包括支援センターのみ抜粋 

 

 

 

 

  

14.1 

15.4 

11.5 

14.7 

41.7 

35.9 

35.9 

34.0 

13.5 

19.2 

17.3 

20.5 

3.2 

5.1 

2.6 

5.1 

1.9 

0.6 

1.3 

0.6 

12.2 

10.3 

12.2 

11.5 

13.5 

13.5 

19.2 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）介護予防事業

のケアマネジメント

（2）高齢者や家族へ

の総合的な相談支援

（3）虐待の防止、早期

発見等の権利擁護事業

（4）保健医療の向上、福祉の

増進等包括的・継続的支援

良く機能している 機能している どちらともいえない あまり機能していない ほとんど機能していない 分からない 無回答

事業者（Ｎ＝156）

10.8 15.9 17.6 29.0 11.9 14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関

（Ｎ＝176）

連携している 少しは連携している あまり連携していない 連携していない 業務上関わりがない 無回答

62.9 

43.8 

40.4 

40.4 

40.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

困難ケースへの対応

地域のネットワークづくり

総合相談の充実

独居高齢者の把握や対応

住民への意識啓発
ケアマネ

（Ｎ＝89）
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⑥介護保険制度全体のための重点事項 

・介護保険サービス事業者からは、市が力をいれるべきこととして、「在宅サービスの充実」「多

様な住まい方の施策の充実」「人材育成」が挙がっており、介護支援専門員からは「多様な住ま

い方の施策の充実」のほか、「介護保険外サービスの充実」や「市民への啓発・ＰＲ」が挙がっ

ている。 
 

 

【事業者】 介護保険制度全体をよくするために市が力をいれるべきこと（問 29・複数回答） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【ケアマネ】 介護保険制度全体をよくするために市が力をいれるべきこと（問 22・複数回答） 

※上位４つまで抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.8 

28.2 

27.6 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40%

在宅サービスの充実に力を入れること

高齢期になっても住み続けられるよう、

多様な住まい方の施策を充実すること

介護支援専門員やヘルパーなどの人材を育成すること

介護保険外サービスの充実を図ること
事業者

（Ｎ＝156）

40.4 

33.7 

32.6 

28.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢期になっても住み続けられるよう、

多様な住まい方の施策を充実すること

介護保険外サービスの充実を図ること

介護保険の目的や利用について、

市民への啓発・ＰＲを進めること

地域全体で介護を支援する仕組みを充実すること

ケアマネ

（Ｎ＝89）
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